
〈様式 2〉 

承認番号 22111 

申請日 令和 4年 6月 13日 

承認日 令和 4年 7月 5日 

臨床研究計画書 

 

課題名 
当院における治療抵抗性統合失調症に対するクロザピンの使用経験 

クロザピンによる治療効果と副作用発現について 

研究者 

（氏名、所属、職名） 

◎大治 万喜子（薬剤師）西村 寛（薬剤師）神薗 淳司（医師） 

山田 茂人（医師）大治 太郎（医師） 

目的 
当院におけるクロザピン導入による治療効果、副作用の発現率などについて

分析する。 

方法 

研究デザイン ：量的観察研究デザイン 

データ収集期間：2013年 5月～2021年 6月 

データ収集方法：電子カルテにて後方視的にデータ収集する 

データ分析方法：統計解析ソフト SPSSを使用して分析する 

倫理的配慮  ：得られたデータは本研究のみに使用し、研究発表は個人が

特的できない形で行う. また当院の臨床倫理に関する委員会の承認を得た上

でオプトアウト形式にて示す。 

期待する結果(効果) 
クロザピンによる治療効果、副作用発現率などを明らかにし、今後の治療抵

抗性統合失調症の治療に生かす。 

結果の公表 

①学会 ②論文等（紙面にて）③院内研究発表  

④その他（             ) 

研究対象者 30名 

研究期間 

開始：令和 4年 6月 

終了：令和 4年 10月 

問い合わせ先 

 

聖ルチア病院 電話：0942-33-1581  研究責任者 大治 万喜子 

病院長 大治 太郎  

 


